
'O wommanliche wif'―クリセイデ論

六反田收

1

チョーサー(GeoffreyChaucer)の『トロイルスとクリセイデ』(77℃ihLS

α乃dC7おの滋)の語り手は、第5巻のエピローグで、ヒロインであるクリセイ

デの犯した不実の罪の責は自分にはないとして、次のように言う。

albethatCriseydewasuntrewe,

‖forthatgiltshebenatwrothwithme.

Yemayhiregiltinotherbokesse;(7℃5.1774-76)

(クリセイデが不実であったとはいえ、[ご婦人方は]彼女の罪を告めて

私をお怒りにならないでください。彼女の罪は他の書物にも見られるとこ

ろです。)1

文学史を播くまでもなく、これは確かにその通りである。チョーサー以前で

は、ブノワ・ド・サント・モール(BenoitdeSainte・Maure)、グイード・デ

ツレ・コロンネ(GuidodelleColonne)、それにポッカッチョ(Giovanni

Boccaccio)が、呼び名はそれぞれに多少異なるにせよ、このヒロインの心変

わりを語っている2。しかし、語り手が物語の随所でこれらの典拠に忠実であ

ることを強調しているにもかかわらず、多くの改変をチョーサーが独自に行な
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っていることもまた事実であって、その内容がどのようなものであったかが直

ちにわれわれの関心の対象となる。

ただし、筆者はここでは作者が典拠に加えた個々の変更に興味があるのでは

ない。チョーサーがクリセイデの裏切りを変更不能な、いわば"与件''として

受け入れているということは、冒頭の「トロイルスの二重の悲しみ」(`The

doublesorweofTroilus'(7℃,1.1))という言葉に要約的に示されているよ

うに、トロイルスを「愛の殉教者」として扱い、物語を地上的な愛の空しさの

教訓として語るという、これはこれで一貫した作者の態度と直接関連している

のであるが、この表立った筋書きからはチョーサーの創意は(作者自身のおそ

らくは意図的なミスティフィケーションも加わって)極めて見えにくい。ここ

での作者の意図は何であったのか、それを知る手掛かりがチョーサーのクリセ

イデにたいする(特にポッカッチョとは異なる)扱いに見出されのではないか。

これが本稿の示唆せんとするところである。

2

チョーサーでは第4巻になるが、クリセイデがギリシャ軍の捕虜になってい

たアンテーノール(Antenor)と引換えにギリシャ側に引き渡されことに決ま

った後、彼女がトロイルスと過ごす最後の一夜の場面で、ポッカッチョの『フ

イローストラト』(〟J巧わSJ和わ)では、主人公のトロイオロ(Troiolo)が、

クリゼイダ(Criseida)にたいして彼が彼女の何に、彼女のどこに、惹かれて

彼女を愛するようになったのかを語るシーンがある。トロイオロはこう言う。

Nonmisospinseadamartibellezza,

laqualespessoaltruisuoleirretire;

nonmitrasseadamartigentilezza

Chesuolpigliarde'nobiliildisire;
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nonornamentoancoranericchezza

mif6perteamornelcorsentire;

dellequaitutteseipi缶copiosa,

Chealtrafossemaidonnaamorosa;

magliattituoialtierieslgnOrili,

ilvaloree'lparlarcavalleresco,

ituoicostumlPiach'altragentili,

edilvezzosotuosdegnodonnesco,

perloqualeappariend'essertivili

Ognlappetitoedoprarpopolesco,

qualtumisei,Odonnamiapossente,

conamormitimisernellamente. (ダ軋IV.164-165)
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(私があなたを愛するようになったのは、人々をしばしば虜にする美しさ

のせいでも、またよく高貴な人々の思いを捕らえる生まれの良さのせいで

もなく、それにまた身の飾りや富があなたへの愛を私の心に感じさせたの

でもありませんでした。あなたはそうしたものを全て、他の愛すべき女性

たち以上に、たっぷりお持ちではあるのですが。

そういうものではなくて、あなたの気品ある毅然としたしぐさ、心と言

葉にうかがえる奥ゆかしさ、他の女性以上に優雅な物腰、そしてまた、

人々が普通に抱く思いや普通にとる行動もあなたにたいしては全て礼を失

するものに思わせた、魅力あふれるあなたの貴婦人然とした誇りの高さ、

ああ、まことに尊い私の女主人よ、そうしたものがあなたを私にとって忘

れえぬ、慕わしいお方としたのでした。)3

この引用部分が特に注目されるのは、チョーサーではこれが完全に脱落して

いて、語り手はトロイルスにこのような科白を言わさないばかりか、意外にも、

主客転倒して、クリセイデがトロイルスにたいして、彼女は彼の誠実さ、心の

高貴さ、男らしさにこそ惹かれたのだと語るシーン(7℃4.1667-80)に、そ

っくり置き換えられているからである。
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このチョーサーによる書換えが、意図的、故意でなくして、なんであろう。

チョーサーはクリセイデを貴婦人として語ることに消極的であったのではなか

ったかという疑いがここに生じるのも当然である。そこで、チョーサーは一体

トロイルスがクリセイデを最初に見た時の様子をどう実際に描写していたので

あったかが、改めて興味ある問題になってこよう。ここでもポッカッチョの

『フイローストラト』との対比は、有効であるように思われる。

トロイではギリシャとの戦いが続くさなか、人々が老若男女こぞって参列す

る春の祭典に、寡婦であるクリセイデも喪服姿で加わっている。

AmongthiseotherefolkwasCriseyda,

Inwideweshabitblak;butnatheles,

RightasourefirstelettreisnowanA,

Inbeautefirstsostoodshe,makeles.

Hiregoodlylokynggladedaltheprees.

Nasnevereyetseynthyngtobenpreysedderre,

Norundercloudeblaksobrightasterre

AswasCriseyde,aSfolkseydeeverichone,

Thathirbeheldeninhirblakewede.

Andyetshestoodfulloweandstilleallone,

Byhyndenotherfolk,inlitelbrede,

Andneighthedore,ayundreshamesdrede,

Simpleofatiranddebonaireofchere,

Withfulassuredlokyngandmanere.(7℃1.169-182)

(これらの人々の中に、寡婦の黒い喪服を纏うクリセイデもいました。し

かし、その衣裳にもかかわらず、現在のわれわれの最初の文字がAである

のとまったく同じく、美しきの点では第一人者、他に肩を並べる者などな

くて、その美しい顔はそこに集う大勢の人々を喜ばせていました。喪服姿

の彼女を見た誰もが言ったように、クリセイデほどに賞讃に値するものも

なく、また彼女ほどに光輝く暗夜の星も見られたことはなかったのです。
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しかし彼女は、ただ独り、きわめて慎ましやかにひっそりと、たえず恥

を恐れながら、人々の後ろの狭い入口寄りの場所に、装いも質素なら、表

情も控え目に、落着きはらった眼差しと物腰とで仔んでおりました。)

Shenasnatwiththelesteofhirestature,

Butallehirelymessowelanswerynge

Werentowommanhod,thatcreature

Wasneverelassemannysshinsemyinge;

Andekthepurewiseofhiremevynge

Shewedwelthatmenmyghtinhiregesse

Honour,eStat,andwommanlynoblesse.

ToTroilusrightwonderwelwithalle

Ganfortolikehiremevyngeandhirechere,

Whichsomdeldeignouswas,forsheletfalle

Hislookaliteasideinswichmanere

Ascaunces,"What,mayInatstondenhere?"

Andafterthathirlokyngeganshelighte,

Thatneverethoughtehymseensogoodasyghte.(7℃1.281-294)

(彼女は背は低すぎもせず、手足はいかにも女性らしく、これほど男性ら

しさから隔たった者もいないと思われました。そしてまたその物腰だけか

らも、名誉が、身分が、女性らしい高貴さが、十分に窺えたのです。

トロイルスにまったく気に入ったのは、彼女の幾分他の人を見下すよう

な振舞いと表情でした。というのは、彼女はあたかも「おや、私がここに

いてはいけませんの?」と言うかのように視線を少し脇に落とし、それか

らまた顔を明るくしたのでしたが、彼にはこれほどに素晴らしい眺めは見

たことがないように思われたのです。)

一方、『フイローストラト』ではこう述べられている。

Traliqua'fudiCalcaslafigliuola
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Criseida,qualeerainbrunavesta,

laqual,quantOlarosalaviola

dibilt云vince,COtantOeraqueSta

piach'altradonnabella;edessasola

piach'altrafacealietalagranfesta,

Standodeltempioassaipressoallaporta,

negliattialtiera,plaCenteedaccorta.(Fil.,I.19)

(その人々の中に、黒い喪服を纏ったカルカースの娘クリゼイダもいまし

た。薔薇が童に美しきで勝るそれほどに、彼女は他の女性に立ち勝って美

しく、寺院の入口のすぐ近くに、気品と魅力と分別を窺わせながら仔むそ

の姿は、彼女一人で他のいかなる女性よりもこの大いなる祭りを華やがせ

ておりました。)

Ellaeragrande,edallasuagrandezza

rlSpOndeanolimembrituttiquanti,

e'1visoaveaadornodibellezza

Celestiale,enellisuoisembianti

quivimostravaunadonnescaaltezza;

ecolbraccioilmanteltoltodavanti

S'aveadalviso,largoas6faccendo,

edalquantolacalcarimovendo.

Piacquequell'attoaTroioloe'1tornare

Ch'ellaf芭'nsEalquantosdegnosetto,

quasidicesse:《E'noncisipu6stare茅.(FiらI.27-28)

(彼女は背が高く、その背丈にすべて手足が釣り合っていました。顔は天

国の美しきで飾られていて、そこに立つ彼女の姿は貴婦人の威厳を示して

おりました。そして、マントを片方の腕で顔のところまで掲げ、押し退け

るようにして混み合う群衆を少し遠ざけておりました。

トロイオロには、このしぐさと、それにまた、あたかも「こんなところ

にいられはしない」と言うかのように、いくらか人を見下すような態度で
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元の姿勢にまた戻る様子とが、気に入ったのです。)

57

このような対比はすでにしていろいろなことをわれわれに教えてくれている

ように思われるのであるが、ここで注目されるのは、`donnescaaltezza,に対

する`wommanlynoblesse'(7℃1.278)や`debonaire,(7℃1.191)のアン

ビギュアスさ、クリセイデの描写に見られる威厳とへりくだりの併存、それに

彼女の(クリゼイダと比べての)あまり貴婦人らしからぬしぐさ、などであ

る4。

ここでは未だ曖昧な均衡状態に置かれていることが知られるが、クリセイデ

の貴婦人らしさの欠如の印象は、物語を辿ることによって一層深まって行く。

しかし、チョーサーの筆がクリセイデに貴婦人らしさを付与することに徹底し

て否定的な方針にあることを確実にに告げるのは、クリセイデがいよいよギリ

シャ側に引き渡される場面の描写であろう。ここではポッカッチョを先に引用

することにしよう。

Criseida,pOividechepartire

leconvenla,qualeellaeradogliosa,

CPnquellacompagniachedoveagire,

SOprailcavalmont6,edispettosa

COnSeCOSteSSaCOminci6adire:

-Ahi,CrudelGiove,eFortunanoiosa,

dovemeneportatecontravoglia?

Perchev'aggradatantolamiadoglia?-(FiL,Ⅴ.6)

(クリゼイダは悲しくとももう出発しなければならないと見ると、連れ立

つ一行とともに鳥に乗り、怒りをこめてこう心の中でつぶやき始めたので

す。「ああ、残忍なジュピターよ、お節介な運命よ、私の意志に逆らって

私をどこに連れて行こうとなさるのです。なぜ私の悲しみがあなた方には

そんなにも楽しいのです」)
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QuincisivoIsedisdegnosamente

VerDiomedeedisse:-Andianneomai,

assaicisiammostratiaquestagente,

laqualeomaisperarpu∂de'suoiguai

Salute,Sebenmirasottilmente

all'onorevoIcambiochefattohai:

Ch芭haiperunafemminarenduto

unslgranre,eCOtantOtemutO.~

Equestodetto,alcavaldeglisproni

diさ,SanZadirfuorchea'suoiaddio;

ebenconobbeilree'suoibaroni

losdegnodelladonna‥.(FiらV.8r9)

(それから蔑みをもってディオメーデスの方を向き、こう言いました。

「さあ、行きましょう。この人たちの見せ物になるのはもうこのぐらいで

十分です。彼らもあなたが行なった名誉ある交換をよくよく考えてみるな

らば、今や不幸からの救いの希望を見出すことでしょうよ。なにしろあな

たは、あれほどに恐れられた、あれほどに偉大な王を、女一人と引換えに、

お渡しになったのですから」

こう言うと、家の召使い以外の人々にはさようならも言わずに馬に拍車

を入れました。王や諸侯たちも彼女の怒りをはっきりと感じていました。

日日g

Egi云essendoperaccomiatarsi,

eglieCriseidasifermaronoalquanto,

edentroagliocchil'unl'altroguatarsi,

n6ritenerpoteladonnailpianto,

eposciaperlemandestrepigliarsi,

everleiTroiolancors'accost6tanto,

Che,pianparlando,ellailpot6udire,

edisse:-Torna,nOnmifarmorire.-
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Esanzapia,rivoltatoildestriere,

tuttotintonelviso,aDiomede

nonpar16punto,edicotalmestiere

SOIDiomedes'accorse,ebenvede

l'amorde'due,‥(FiL,Ⅴ.12-13.)

(そして今やまさに別れの時がきて、彼[トロイオロ]とクリゼイダはち

ょっと馬を止め、互いに目を見つめ合いました。彼女は涙を抑え・ることが

できませんでした。それから互いに右手を取り合い、トロイオロは低い声

でも聞こえるように彼女の方に更に寄って、こう言ったのです。「戻って

おいで。私を死なせないでくれ」

もうそれだけで、まったく暗い顔で馬の向きを変え、ディオメーデスに

は一言も声を掛けませんでした。デイオメーデスはただ一人その上の空加

減に目を留めて、二人の間の愛をしっかり見てとったのでした。)

これに相当する場面のチョーサーの叙述はこうである。

Criseyde,Whansheredywastoride,

Fulsorwfullyshesighte,andseyde"Allas!"

Butforthshemoot,foraughtthatmaybitide;

Therisnonotherremedieinthiscas.

AndforthsheritfulsorwfullyapaS.(7℃5.57M61)

(クリセイデはまさに馬に乗ろうとする時、いとも悲しげに溜息をつき、

「ああ、悲しい!」と言いました。しかしどうあっても行かねばなりませ

ん。この場合、そうするしかないのです。それで、ひどく悲しげな歩調で

馬を進めました。

Andtherwithalhemostehislevetake,

Andcastehiseyeuponhirepitously,

Andneerherood,hiscausefortomake,

Totakehirebythehondealsobrely.
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AndLord,SOSheganwepentendrely!

Andhefulsofteandsleigh1yganhireseye,

"Nowholdeyoureday,anddomenattodeye."

Withthathiscoursertornedheaboute

withfacepale,anduntoDiomede

Nowordhespak,nenOnOfalhisroute;

OfwhichthesoneofTideustookhede,

Ashethatkoudemorethanthecrede

Inswichacraft,andbythereynehirechente;(7℃5.78T90)

(かくして彼[トロイルス]も別れを告げなければならず、悲しげな目で

彼女の方を見やると、今一度懇願しようと馬を寄せ、まったく真剣な面も

ちで彼女の手を取ったのです。すると彼女は、ああ、なんと切なげに泣い

たことでしょう!彼は低い声で人に聞かれぬようにこう言いました。

「約束の日を守って、私を死なせないでくれ」

そう言うと、蒼白い顔で馬の向きを変え、ディオメーデスにも、また供

の者の誰にも、一言もなかったのです。そのことに、そうした技なら初歩

以上の心得のあるテユーデウスの息子[ディオメーデス]は目を留めて、

彼女の馬の手綱を取ったのでした。)

トロイの王にもはっきりと伝わったクリゼイダの怒りと侮蔑(ちなみに、

`femmina'(Fil.,V.8.7)も怒りの言葉である)5。それにたいする、クリセイ

デのあまりにもパセティックで露わな悲しみの姿。トロイルスとの仲を覚られ

た直接の責任は男性の側にあって、彼女にはなかったにせよ6、このディオメ

ーデスは、なんと、クリセイデを案内してまだギリシャ陣営に辿り着かない内

に、早くも彼女を実質口説き始めている!一方、ポッカッチョでは、おそら

く二人は終始無言であった。彼女の威厳と気品とが、声を掛けることを彼に躊

躇させたことであろう。怒れるクリゼイデは、久し振りに再会した父親カルカ

ースにさえ無言で対した。また、`Andianneomai[Nowletusgo]'と言う
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この場の主導権も常に彼女の側にあって、クリセイデのようにディオメーデス

に牽かれて行ったのではなかったことにも、注目すべきであろう。

『トロイルスとクリセイデ』の作者は、ヒロインの貴婦人らしさ(donnes・

chezza[1adylikeness])を、貴婦人としての衿侍を、奪った。これは今や明

らかである。しかし、チョーサーの筆の巧みさは、このことを普通われわれ読

者に気づかせない。トロイルス(そして叔父のパンダルスも)が彼女に向かっ

て頻発する`mylady'という呼び掛けや、物語の語り手がこれを逆手に取って

同様に頻発する、この`mylady'の間接表現`hislady'とに、読者は眩惑され

てしまっているからである7。

3

しかし、われわれもここまでくると、クリセイデから奪われて行くものが

(そのすべてをチョーサーが新たに奪ったわけでは無論ないのであるが)、彼

女の貴婦人らしさ(donneschezza)だけではないことに、容易に気づく。む

しろ、そのことに新たな驚きをもって改めて気づく、と言うべきであろうか。

そもそも物語の初めから彼女はすでに夫を失った寡婦であった。そして開幕

早々に父親がギリシャ側に走って、父親を事実上失う。後に残され、裏切り者

の娘となった彼女には、「苦衷を打ち明けられる友達も誰一人いなかった」

(TCl.97-98))。そうしてやがてギリシャ側に引き渡されることになると、

これまでは自分を守ってくれる「鉄壁」(`awa10fstiel,)とも「盾」

(`sheld,)とも思っていた恋人のトロイルスはおろか、先にトロイでの身の安

全を約束してくれて、今また引き渡しに独り幾度も反対してくれたヘクトール

の庇護も、またあのお節介焼きの叔父パンダルスの助言さえも失う。ここでも

「彼女の最大の苦しみは、苦衷を打ち明けられる人が誰一人いないことだっ

た」(7℃5.727-28)。トロイルスについて語られている比喩(ちなみにこれ

はチョーサーによる挿入であるが)、
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Andasinwynterlevesbenbiraft,

Echafterother,tilthetreebebare,

Sothatthernysbutbarkandbrauncheilaft,

LithTroilus,byraftofechwelfare,

Iboundenintheblakebarkofcare,

Disposedwoodoutofhiswittobreyde,(7℃4.225-231))

(冬に木の葉が一枚また∵一枚と剥がれ行き、やがて木は裸となって樹皮と

枝しか残されない。それと同じくトロイルスはすべての幸せを奪われて、

苦悩の黒い樹皮の中に閉じこめられ、気も狂わんばかりの有り様で身を横

たえていた。)

は、むしろはるかにクリセイデに似つかわしい。彼女の普通gradualde-

gradationの過程と見られているものは、gradualprivation(剥奪)の過程と

こそ言うべきであった。

今や孤立無援の彼女は「私は罠にかかった」(`Iwasinthesnare'(7℃5.

748))と嘆く。それは誰が仕掛けた罠だったのであろう。チョーサーは、原作

者にロリウス(Lollius)の名を与えることによって、彼女の真の創造者の実

体をも失わせているのである。

4

かくして全てを剥がれたクリセイデにそれでもなお残されていたものは、ト

ロイルスのクリセイデへの呼び掛け、あのほとんど類語反復的な`Owom-

manlichewif,(「おお、女性らしい女性よ」)(TC3.106,1296)に凝縮され

た「女性らしさ」(wommanhede[womanliness])、あるいはfemininityとし

か表わしえないものであったS。もっとも、彼女の「男らしさからもっとも隔

たる」「女らしさ」には、美しきと、最大の彼女の美点である優しさ、気立て

のよさが、おそらく最後まで付随した。それにまた、「愛における誠実さ」
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(`troutheinlove,(7℃,5.1055))を守ろうとする必死の思いも続いたと解

さるべきであろう。彼女は少なくとも二度にわたって、トロイに戻る意志のあ

ること、ただし日時は定かにし得ないことを、トロイルスに書き送る(1℃5.

1424-28;1618-20)。彼女を不実な女とする既定路線からすると、これらはす

べて偽りに満ちた言葉と見なされる。そのように受け取るのは、遺憾ながらト

ロイルスただ一人ではない。しかし、少なくとも、これを彼女の本心ではない

とする根拠は何もないことも、われわれは知るべきであろう9。

これらの美点は、ドナルドスン(E.TalbotDonaldson)に倣って、amia-

bilityないしはlovabilityと呼んでもいいかもしれない10。しかし、残された

ものがそれだけで、他に何一つない状況に置かれたとすれば、それでも女性は

生きて行けるものなのか。これを試すことは、恐るべきことである。しかし、

チョーサーの『トロイルスとクリセイデ』の狙いはそこにあったと今や思わざ

るをえない。つまり、一人の女性から、美しさとamiability(ないしは

lovability)以外のすべてを、心の支えのすべてを奪い去り、完全な孤独の中

で男性(叔父のバングルスもその一人だった)の誘惑にさらす試み、あるいは、

この世の激しい荒波にそのような女性が翻弄される姿を描く苛烈な試み、だっ

たのだと。今やここでは詳述はなしえないが、こう考えるとエピローグの一語

一語に納得が行く。

ただ、たとえ架空の女性に対してではあれ、そうした試みの苛酷さを作者は

意識していたであろうかと言えば、当然そうだっただろうと私は思う。あくま

でもそれと気づかせぬ形で行われている点もそうであるが、例えばェピローグ

の言葉、それも特に「もしお望みならば、ペーネロペーの貞節や善女アルケス

テイスについて、むしろ私は喜んでお話ししたい」(`AndgladlierIwoI

write,yifyowleste,/PenolopeestroutheandgoodAIceste.'(7℃5.

1777-78))というあたりは、(事実、チョーサーはこの作品の後、一転して貞

女を語る『善女伝説』郡はム御物わゾα胱日航憫綱の創作に向っている)、こ

の『トロイルスとクリセイデ』が一つのテーマの実験的な追求であったことを
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明らかに示唆していよう。

クリセイデの姿が作品からいつしか消えてしまうのも、作者としてはもうこ

れ以上は進みえないところまで彼女を追いつめたということであったのかも知

れない。彼女はすでに作者の罠に完全に掛かっていた。彼女は「ああ、私がこ

ういうことになろうとは!」(`Allas,thatswichacasmesholdefalle!'(7C,

5.1064))とただ嘆くのみであったが、クリセイデの乗る馬の手綱をしっかり

と握って先導していたのは、ディオメーデスならぬ、作者その人であったのだ。

もしそうであったとすれば、彼女を更に娼婦にまでおとしめ、療病を患う乞食

の姿に描いたへンリスン(RobertHenryson)の『クレセイドの遺言』771e

了も5お肌紺〆Cγどぶ∫ピ材は、チョーサーに言わせると、もはや蛇足だったこと

になろう。
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